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⑥開催案内チラシ 
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⑦使用したオンラインホワイトボード 

テーマ：ローカル SDGsに取り組むうえでの“課題感”抽出・共有 
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５ 中部地方 ESD活動支援センター運営業務 

(1) 中部 ESD センターの運営・推進（ワークブック作成） 

 本章「（６）域内外の多様な主体の連携促進、交流機会の提供」の実施内容をもとに、

「（仮）中部版 ESD ワークブック～学生・社会人のための地域社会 SDGs 実践」（プロトタ

イプ版）として、『現場から学ぶ！SDGs人材育成ワークブック』を作成した。 

 ワークブックの構成・内容等については、後述の SDGs 社会教育研究ワーキングにおいて

検討を行った。 
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(2) ESD 活動支援（第６期 ESD 推進計画の策定） 

 中部地域の「第６期 ESD推進計画」を策定し、第１回 ESD/EPO 運営委員会に諮問して委員

からの意見等をうかがったうえで確定とした。 
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(3) ESD/SDGs 推進ネットワーク地域フォーラムの開催 

①日時 

 2022年 2月 19日（土） 

10：00～16：30  

 

②主催 

 中部地方 ESD活動支援センター 

 

③開催方法 

 オンライン／YouTube によるライブ配信＋録画公開 

 

④参加者 

 115名（登壇者・大学生：52名、YouTube視聴 59名※、事務局 4名） ※2022 年 2月 25日時点 

 

⑤プログラム 

〇あいさつ 

環境省 中部地方環境事務所 

中部 ESD/EPO 運営会議座長 名古屋市立大学 伊藤先生 

〇趣旨・プログラム説明 

中部地方 ESD活動支援センター 原 理史 氏 

〇第一部：話題提供「地域と若者、SDGsへのアプローチ」 

・ 名古屋市立大学 三浦 哲司ゼミグループ 

・ 岐阜大学 環境サークル G-amet 

・ 松本大学 田開 寛太郎先生ゼミグループ 

・ 中京大学 草薙 健太先生ゼミグループ 

・ 金沢星稜大学 新広昭先生ゼミグループ 

・ 中部大学 伊藤 佳世先生ゼミ ESDエコマネーチーム 

・ 日本福祉大学 千頭 聡先生ゼミグループ 

・ 専修大学 岩尾 詠一郎先生・大崎 恒次先生ゼミグループ<招待> 

〇第二部：取組紹介「SDGs未来都市の施策と取組について」 

・ 岐阜市 企画部未来創造研究室 杉本 昭一 氏・玉木 宏明 氏 

・ 珠洲市 能登 SDGsラボ 高 真由美 氏 

・ 豊田市 未来都市推進課 前田 有紀 氏・松井 大河 氏 

・ 参考インプット：SDGs未来都市の見える化 

SDGs 指標と取組の可視化 

〇第三部：ディスカッション「ローカル SDGs達成のためにすべきこと、できること！」 

・ コメント 

・ 学生ディスカッション 

自己紹介とこれまでの報告を聞いての感想 

地域での SDGs の取組みで大切だと思うこと 

今後 SDGsの取組みでやっていきたいこと 

・ 議論の共有、全体ディスカッション 

〇総括コメント 

中部大学教授、中部高等学術研究所所長、国際 GISセンター長 

福井 弘道 氏 
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⑥開催案内チラシ 
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(4) 全国センターとの連携、地域 ESD 拠点登録支援等 

ア 全国 ESD センターとの連携 

(ア) 会議等への出席 

 全国 ESD センター主催会議等への出席、資料提供などを下記の通り行った。 

区分 回/開催日 対応状況 

企画運営 

委員会 

第 1 回 

6 月 22 日 
  オンライン会議を傍聴。 

第 2 回 

２月 17 日 
  オンライン会議を傍聴。 

全国・地方 

連絡会 

第 1 回 

5 月 27 日 

  オンライン会議に出席。 

  国内計画、地域 ESD 拠点アンケート等について協議。 

  2021 年度 ESD 業務、分科会活動業務企画案資料を作成のうえ提出。 

第 2 回 

1 月 26 日 

  オンライン会議に出席。 

  ESD 推進ネットワークの今後の方向性等について協議。 

  2021 年度 ESD 業務、分科会活動業務企画案資料を作成のうえ提出。 

全国 

フォーラム 

12 月 11 日 

(オンライン) 
  分科会にて、学び合い①②、実践セミナーの取組結果等を発表したほか、

ファシリテーターとして登壇。 

その他 
9 月 27 日   全国センター及び地方センターによるオンライン会議に出席。 

  全国フォーラム(開催方法、目的、プログラム等)、識者ヒアリング、センター事

例集について協議。 10 月 7 日 

 

(イ) 後援申請対応 

 中部地方 ESD 活動支援センターの後援名義使用について、下記のイベント事務局から全国

センターに申請があり、全国センターからの照会に対する確認等を行った。 

申請主体 承認日 
申請行事 

名称 開催日 場所／方法 

一般社団法人日本若者

協議会 ※ 
5 月 10 日 日本版気候若者会議 

2021 年 5 月 23 日 

～8 月 1 日 
オンライン 

名古屋市環境局環境企

画課 
5 月 17 日 

なごや環境大学 SDGs 未来創造クラブ 

まちづくりプロジェクト 

2021 年 6 月 1 日～ 

2022 年 3 月 31 日 
名古屋市内 

三菱アジア子ども絵日記

フェスタ実行委員会 ※ 
5 月 21 日 

三菱アジア子ども絵日記フェスタ 

 2021-2022 

2021 年 3 月 1 日～ 

2023 年 2 月 28 日 
全国各地 

東北地方 ESD 活動支援

センター ※ 
8 月 5 日 

東北 ESD/SDGs フォーラム 2021 

みちのく SDGs in あおもり  

～人づくりから広がる SDGs の力～ 

2021 年 10 月 17 日 オンライン 

信州 ESD コンソーシアム 11 月 4 日 
信州 ESD コンソーシアム 

成果発表＆交流会 
2022 年 2 月 5 日 オンライン 

北陸ＥＳＤ推進コンソーシ

アム 
11 月 12 日 

2021 年度北陸ユネスコスクール 

実践交流会 
2021 年 12 月 4 日 オンライン 

北陸ＥＳＤ推進コンソーシ

アム 
11 月 12 日 

2021 年度 石川県 SDGs・ESD 児童生

徒学習活動交流会 
2022 年 1 月 22 日 オンライン 

北陸 ESD 推進コンソー

シアム 
1 月 13 日 

2021 年度北陸 ESD 推進コンソーシア

ム成果報告会 
2022 年 2 月 6 日 オンライン 

※：全ての地方センターに後援申請があった催事 

 

イ 地域 ESD 拠点登録支援等 

(ア) 拠点登録申請の支援 

 今年度、中部エリアにおいて、新たな地域 ESD拠点登録の申請は発生しなかった（2022年

3月現在、18団体が登録）。 
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(イ) 地域 ESD拠点登録団体への支援 

 拠点登録団体がイベント開催等した際に、中部地方 ESD 活動支援センターウェブサイトで

下記の通り、広報協力を行った。 

【中部地方 ESD活動支援センターウェブサイトに掲載した登録団体への広報協力記事】 
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(5) ジオパーク等の活用（ESD ダイアログの開催） 

①日時 

 2021年 11月 13日（土）13：30～16：40 

 2021年 11月 14日（日）8：30～14：40 

 

②主催等 

 主催：中部地方 ESD活動支援センター 

 共催：一般社団法人立山黒部ジオパーク協会 

 

③開催場所・方法 

 一日目・ESD ダイアログ：リアル[会場]大山研修センター、[オンライン]YouTube ライブ

配信及び後日公開 

 二日目・エクスカーション：立山黒部ジオパーク内４カ所 

 

④参加者 

 一日目・ESDダイアログ：45名（会場参加 37名、YouTube 視聴 8名） 

 二日目・エクスカーション：13 名 

 

⑤プログラム 

 〇一日目：ESDダイアログ 

     あいさつ 

・ 一般社団法人立山黒根ジオパーク協会 今堀 喜一 氏 

・ 環境省 中部地方環境事務所 佐藤 堅太氏 

第一部：自然資本とは何か。問われる ESD活用への展開 

・ 「エコパーク、ジオパーク、国立公園とは？」 

  環境省 中部山岳国立公園立山管理事務所 西田 樹生 氏 

・ 「自然資本を活用した ESD 活動とは？」 

    信州大学教育学部 助教授 水谷 瑞希 氏 

 

  



79 

 

          第二部：中部地方のジオパークによる ESD 活用事例の紹介 

・ 「副読本『なめりかわのジオパーク』～大地・川・海歴史がおりなす自然と文化」 

         一般社団法人立山黒部ジオパーク協会 今堀 喜一 氏 

                 滑川氏教育委員会 教育長 伊東 眞 氏 

・ 「ジオパーク遠足と学習支援」 

                白山手取川ジオパーク推進協議会 新田 竜之介 氏 

                白山手取川ジオパーク学習支援員 脇坂 弘明 氏 

・ 「恐竜渓谷ふくい勝山ジオパークにおける教育活動」 

                恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク推進協議会 町 澄秋 氏 

・ 「南アルプスジオパークを活用した地域を考える教育」 

        南アルプス（中央構造線エリア）ジオパーク協議会 小澤 恵理 氏 

          第三部：自然資本の ESD活用のあり方 

                パネルディスカッション「自然公園等における ESD活用について」 

     閉会のあいさつ 

・ 一般社団法人環境創造研究センター 福井 弘道 氏 

 

 〇二日目：エクスカーション 立山黒部ジオパークの現地体験と解説 

・ 魚津水族館（魚津市） 

・ 黒部市吉田科学館（黒部市） 

・ 下立地区大理石露頭（ジオサイト） 

・ 宇奈月麦酒館（黒部市） 

魚津水族館（魚津市）「うおづ水辺の調査隊」について 

  
黒部市吉田科学館（黒部市）「くろべ水の少年団」について 

  
下立地区大理石露頭（ジオサイト） 
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⑥開催案内チラシ 
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(6) 域内外の多様な主体の連携促進、交流機会の提供 

ア 活動計画の作成 

 SDGs 社会教育研究会ワーキング、及び学び合い（全２回）、実践活動（全１回）の開催に

ついての「活動計画」を作成し、その内容については、第１回 ESD/EPO 運営委員会への諮

問と、SDGs社会教育研究会ワーキングでの協議を行ったうえで確定とした。 
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イ SDGs 社会教育研究ワーキング 

 ESD・SDGs 社会教育に関わる専門家３名による「SDGs 社会教育研究ワーキング」を設置し、

「学び合いの場」「実践活動」の実施方法・内容についての検討を行った。 

 研究会では、「学び合いの場」「実践活動」の実施結果の検証と共に、「中部版 ESD ワーク

ブック～学生・社会人のための地域社会 SDGs 実践」（プロトタイプ版）についての検討も

行った。 

 

(ア) 第１回ワーキングの実施 

①日時 

 2021年 7月 6日（火）13：30～16：30 

 

②開催場所 

 ホテル京福（福井県福井市） 

 

③出席者 

 6名 

氏 名 所  属 

古澤 礼太 中部大学国際 ESD/SDGs センター准教授、中部 ESD 拠点協議会事務局長 

水上 聡子 EPO 中部運営委員、アルマス・バイオコスモス研究所代表 

堺  勇人 EPO 中部運営委員、一般社団法人環境市民プラットフォームとやま(PEC とやま) 

事務局長 

原  理史 中部地方 ESD 活動支援センター、中部大学国際 ESD/SDGs センター研究員 

佐藤 堅太 環境省中部地方環境事務所環境対策課主査 

清本 三郎 中部地方環境パートナーシップオフィス 統括 

 

④協議項目 

〇自己紹介  

〇趣旨説明 

１．自己紹介と参加者 ESD 活動内容の共有 

２．研究会ワーキングの議論 

 

(イ) 第２回ワーキングの実施 

①日時 

 2021年 9月 30日（木）13：30～16：30 

 

②開催場所 

 庄西コミュニティセンター（富山県射水市） 
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③出席者 

 6名 

氏 名 所  属 

古澤 礼太 中部大学国際 ESD/SDGs センター准教授、中部 ESD 拠点協議会事務局長 

水上 聡子 EPO 中部運営委員、アルマス・バイオコスモス研究所代表 

堺  勇人 EPO 中部運営委員、一般社団法人環境市民プラットフォームとやま(PEC とやま) 

事務局長 

原  理史 中部地方 ESD 活動支援センター、中部大学国際 ESD/SDGs センター研究員 

清本 三郎 中部地方環境パートナーシップオフィス 統括 

※オンライン出席 

佐藤 堅太 環境省中部地方環境事務所環境対策課主査 

 

④協議項目 

１．イベント「学びあい①②」の振り返り 

２．ワークブックの議論 

３．実践セミナーの計画 

 

(ウ) 第３回ワーキングの実施 

①日時 

 2021 年 12月 16 日（木）13：30～16：30 

 

②開催場所 

 EPO中部 

 

③出席者 

６名 

 専門家メンバー（敬称略） 

氏 名 所  属 

古澤 礼太 中部大学国際 ESD/SDGs センター准教授、中部 ESD拠点協議会事務局長 

水上 聡子 EPO中部運営委員、アルマス・バイオコスモス研究所代表 

堺  勇人 EPO中部運営委員、一般社団法人環境市民プラットフォームとやま(PEC とやま) 

事務局長 

原 理史 中部地方 ESD活動支援センター、中部大学国際 ESD/SDGs センター研究員 

佐藤 堅太 環境省中部地方環境事務所環境対策課主査 

清本 三郎 中部地方環境パートナーシップオフィス 統括 

 

④協議項目 

 〇令和３年度活動の成果の検討 

 第１回研究ワーキング 

 オンラインセミナー：学びあい１と２ 

 第２回研究ワーキング 

 実戦セミナーの開催と分析 

〇全国フォーラム第３分科会の議論を受けて 

〇ワークブックの議論 

〇今後の方向性、次年度に向けて 
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ウ 交流者の参加募集 

①スケジュールの作成 

 学び合い（全２回）、実践活動（全１回）のスケジュールを作成し、参加者の一般公募を

7月より開始した。 

 

 

 

②開催案内チラシ 

 開催案内チラシを作成し、EPO 中部及び中部地方 ESD 活動支援センターのウェブサイトで

広報を展開した。また、「ESD for 2030 学び合いプロジェクト」として、全国センター、

地方センターと連携して広報を展開した。 
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【開催案内チラシ】 

 

 



88 

 

エ 学び合いの実施 

(ア) 学び合いの場①の開催 

①日時 

 2021年 8月 26日（木）18：00～19：30 

 

②開催場所 

 オンライン 

 

③参加者者 

 65名（事務局 4、登壇・関係者 5含む） 

 

④プログラム 

〇はじめに 

 環境省 中部地方環境事務所 佐藤 堅太 

〇ローカル SDGｓの担い手に求められる資質・能力、知性とは 

 -持続可能な社会に向けて、好循環を生み出す人のあり方、学び方、働き方- 

 東京都市大学大学院 環境情報学研究科教授 佐藤 真久 氏 

〇求められる担い手 

 福井県坂井市のまちづくりの取組から考える 

 アルマス・バイオコスモス研究所 水上 聡子 氏 

〇パネルディスカッション・フロアディスカッション 

 進行 原 理史（中部地方 ESD活動支援センター） 

 

(イ) 学び合いの場②の開催 

①日時 

 2021年９月 16日（木）18：00～19：30 

 

②開催場所 

 オンライン 

 

③出席者 

 38名（事務局 4、登壇・関係者 4含む） 

 

④プログラム 

〇基調講演「ローカル SDGs の担い手を育成す

る、SDGs社会教育実践の現場から」 

 古澤礼太（中部大学国際 ESD・SDGsセンター 准教授） 

〇話題提供「担い手を増やすために～環境市民プラットフォームとやまの取組」 

 堺 勇人（一般社団法人環境市民プラットフォームとやま(PECとやま) 事務局長） 

〇パネルディスカッション＆フロアディスカッション 

 進行 原 理史（中部地方 ESD活動支援センター） 
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オ 実践活動（実践セミナー）の開催 

①日時 

 2021 年 10月 30 日（土）11：00～16：30 

 

②開催場所 

 午前の部：六渡寺海岸（射水市庄西コミュニテイーセンター集合） 

 午後の部：JFEマテリアル株式会社ふれあい体育館 

※ 午前午後とも YouTube でライブ配信 

 

③参加者 

 会場 23名（事務局 4、登壇・関係者 4含む）、オンライン 45名 計 68名 

 

④プログラム 

 〇午前の部：六渡寺海岸視察＆ごみ拾い体験 

 〇午後の部：セミナー＆ワークショップ 

     あいさつ 

 環境省 中部地方環境事務所 佐藤 堅太氏 

「プラスチックの功罪、海ごみからの SDGs と市民意識」 

  富山県立大学名誉教授 楠井 隆史 氏 

 「現地視察の振り返り、海岸のごみ清掃活動について」 

   六渡自治会顧問 境 信誓 氏 

「六渡寺海岸のプラごみから SDGsを考える」 

 フアシリテーター：アルマス・バイオコスモス研究所代表 水上 聡子 氏 

 コーディネーター：中部地方 ESD活動支援センター 原 理史 氏 

 「実践活動の学びを持続可能な社会に活かす地球市民」 

      東京都市大学大学院環境情報学研究科教授 佐藤 真久 氏 

 

⑤午前の部：六渡寺海岸視察＆ごみ拾い体験の様子 
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⑥午後の部：セミナー＆ワークショップの様子 

 

 

カ 報告（全国フォーラムでの活動結果報告） 

 12月 11日オンライン開催の全国フォーラムで「学び合いの場①②」「実践セミナー」の実

施結果の報告を行った。 

【企画協力及び登壇した分科会】 

分科会③地域に根差した多様な SDGs人材育成(13:30～15:30) 

 事例報告     伊藤 博隆さん(関東地方 ESD 活動支援センター)  

 事例報告     原 理史さん(中部地方 ESD活動支援センター)  

 事例報告     宇賀神 幸恵さん(四国地方 ESD活動支援センター)  

 パネリスト    水上 聡子さん(アルマス・バイオコスモス研究所)  

  
 

(7) 教育現場の実態把握と連携強化 

ア 専門家への包括ヒアリング 

(ア) ヒアリングを実施した専門家 

古澤礼太 

中部大学中部高等学術研究所国際ESD/SDGsセンター 准教授／国連大学認定RCE「中部ESD

拠点協議会」（ESD推進ネットワーク 地域 ESD拠点登録）事務局長 

 

(イ) ヒアリングの実施概要 

①日時、場所 

 場所：中部大学中部高等学術研究所 

 日時：2021年 4月 13 日 15:00～16:30 
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②ヒアリング項目 

① 専門領域における現在の ESD/SDGs の取組について 

② ESD2030 と「実施計画（第２期ＥＳＤ国内実施計画）（案）」についてのお考え 

③ ESD 全般についての現状の課題についてのお考え 

④ 今後の ESD推進に向けて重視していることとその展望 

 

(ウ) ヒアリング結果 

①専門領域における現在の ESD/SDGsの取組について 

 ヒヤリング対象の専門家（以下、専門家）は中部地域における ESD のネットワーク活動と

して、中部 ESD 拠点協議会における諸活動に従事している。近年では、ESD は知名度の低

さがネックとなる場合があり、これと比較して広く社会に受け入れられつつある SDGs を

活用し、地域の持続可能な発展に関わる活動およびネットワークの拡充を図る傾向が社会

で見られ、本協議会もそのような取組を行っている。 

 具体的な活動としては、①中部サステナ政策塾、②中部 SDGs デザイン会議、③両者の協

働による SDGsプロジェクトの創出、などについて取組が進められている。 

【中部サステナ政策塾活動】 

 2020 年度で第 5期を迎えた中部サステナ政策塾は、毎年 30名程度の若者（20～30歳代）

を募集し、分野横断型の塾生間交流を通して、持続可能な地域づくりに関する政策を学び、

実行するための知識が技術を身に着ける講座を開講している。 

【中部 SDGs デザイン会議活動】 

 東海三県における SDGs の有識者ネットワークとしてメンバーを募集中である（正式発足

時期は未定）。17 ゴールそれぞれに 100 人委員会を設置し、メーリングリストや対面によ

る情報交換を行うこととしている。将来的には 100名×17＝1700名のネットワークとなる

予定である。 

【SDGsプロジェクトの創出】 

 2020年度には、中部サステナ政策塾塾生と中部 SDGsデザイン会議メンバーが協働し、「ポ

ストコロナ時代の持続可能な社会づくりプロジェクト」と題して、ワークショップ等を通

じて 6プロジェクトを立ち上げた。各プロジェクトは以下のとおりである。 

ａ.多文化共生プロジェクト 

ｂ.エネルギープロジェクト 

ｃ.パートナーシッププロジェクト 

ｄ.環境プロジェクト 

ｅ.まちづくりプロジェクト 

ｆ.農業プロジェクト 

 大学の取組としては、SDGs 指標を使った地域における諸活動の評価や助言を目的とした

SDGs 推進手法の開発を行っている。また、国際的な大学ランキング（THE インパクトラン

キング）にも SDGs が取り入れられたものもあり、ランキングの登録をおこなうための調

査を実施している。これにより、国際的に共有されている大学における SDGs 評価項目の

知見を得ている。今後は、評価項目を大学教職員間で共有することによって具体的に大学

の SＤＧｓ活動を促進することとしている。 

 

②ESD2030と「実施計画（第２期ＥＳＤ国内実施計画）（案）」についてのお考え 

 国内実施計画は、これまでの ESD 推進の経緯が整理され、それらを踏まえた行動計画とし

て概ね適切な内容になっているが、下記の課題が残されているとのことであった。 

 ESD の「あいち・なごや宣言」の成果への対応が不足しているのではないか。国内実施計
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画では、数か所に渡って「我が国が ESD を提唱」との記載があるが、一つの重要な成果と

しての「あいち・なごや宣言」に関する記載が無い（防災世界会議の「仙台宣言」などは

国内公文書の随所に引用されている）。 

 あいち・なごや宣言では、文化の多様性に配慮し、地域の伝統的な知恵を重視した ESD 推

進の視点などを記載した重要な宣言であり、我が国が提唱した ESD のひとつの貴重な中間

成果である。中部地域では、こうした国際的な宣言を根拠として、2015 年以降の活動方

針を決定し、実施してきた経緯がある。あいち・なごや宣言では、SDGsと ESDの関連につ

いても述べられており、その結果として SDG4.7 のターゲットに ESD が明記された経緯を

鑑みても、我が国の国際的貢献の証として、広く国民に「あいち・なごや宣言」の存在を

知らしめる必要があると考える。なお、ユネスコが 2019 年に発表した GAP の成果文書に

も「あいち・なごや宣言」の名称は明記されている（コスタリカで開催された成果文書取

り纏め会議において記載の必要性を指摘）。 

 優先行動分野 5 地域レベルの活動促進の中で、地域知や伝統知に関する記述を加えるべき

であると考えられる。ESD ユネスコ世界会議本会議において、優先行動分野の５の「地域

レベルでの活動促進」の座長を務めた中で、文化の多様性を尊重した地域レベルでの ESD

の必要性を議論している。「あいち・なごや宣言」にもその重要性が指摘されている（宣

言パラ⑩）。地域の知恵や伝統的な知恵は、地域の持続可能性を考え、学ぶ上で不可欠な

要素であり、それらを尊重する指針を実施計画に明記すべきであると考えられる。 

 本実施計画案でもっとも検討すべき点は、ユネスコの評価にもある「優先行動分野間の連

携の不足」という課題に対する対応である。ユネスコが設置した GAP のパートナーネット

ワーク会議における優先分野５のメンバーとしての立場から見て、優先分野間の連携の不

足の原因は、優先分野に分けたことによって必然的に発生する分断に対して、ユネスコが

連携を促進するための適切な方策を講じることができなかった点にあると考えられる。本

実施計画案でも同様の失敗が繰り返される可能性がある。実施計画では、実施メカニズム

で「分野を超えたステークホルダーの協力」体制が多くの具体的ネットワーク名を挙げて

強調されている一方、優先行動分野間の連携促進に関する記述は読み取れない。実施計画

内にユネスコのＧＡＰ評価として明記されている当該課題について、対応策が記載されて

いないという点は問題であり、検討すべきである。また、現段階で具体的な解決策が無い

場合は、「各ステークホルダーが、優先行動分野間の連携を促進する方法を検討する」な

どの記載が必要だと考えられる。 

 

③ESD全般についての現状の課題についてのお考え 

 以下について現状の課題があるとのことであった。 

 ESDは SDGs の基盤的な活動であり、かつ、SDGsのような時限的なものではない 21世紀の

主要な社会づくり手法である。しかし、ESD の考え方を社会に普及させる方法は多様であ

るため、ESD という名称にこだわった普及啓発活動を超えた方法論が必要であり、その開

発が課題だと考える。（現状であれば、ESD＝SDGs教育と言い換えて ESD活動を進めていく

べきであると考える。） 

 ESD の対象分野間の分断が課題だと考える。具体的には、学校教育における ESD と、地域

づくりの担い手教育としての ESD の分断である。これは、国であれば文科省と環境省の縦

割り、地域でいえば教育委員会的ESDと、NPO・大学的ESDの乖離と呼べるかもしれない。

SDGs時代にはいっても、この古くて難しい問題の解決の糸口は見えない。 

 古くからあって解決できないもうひとつの問題として、個別課題対策の ESD と、総合的な

課題解決に向けた ESD の整理および両者をつなぐ体系的な ESD推進手法の構築が課題であ

ると考える。SDGs 教育としても同様であり、SD ゴール〇〇番のための活動のみを行うこ

とが SDG や ESD活動であるといった風潮がある。これは ESDがこれまでに重視してきた総
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合性、批判能力育成、関連性などを十分に考慮した活動とはなっていないため、問題であ

る。そのような風潮を打破する方法の検討が課題である。 

 

④今後の ESD推進に向けて重視していることとその展望 

【SDGsの総合性に着目した取組】 

 SDGs の 17 ゴールすべてを排除することなく地域の持続可能性を検証し、課題解決するた

めには、さまざまな地域単位で SDGs 活動を展開する必要がある。中部 ESD 拠点では、東

海地域（３県）の生態系を基盤とした地域単位としての「伊勢・三河湾流域圏」を SDGs

の対象地として、ESD 活動を展開している。それにより、個別分野だけでなく総合的に地

域の持続可能性を思考することができる人材育成を行っている。 

【SDGsの相互関連に着目した ESD活動】 

 分野横断型のESD活動を実施することで、相互関連に着目したSDGs活動を展開していく。

具体的には、「日本の祭りと生物多様性保全」プロジェクトを新年度から立ち上げて（ト

ヨタ環境活動助成活動採択）、実施する。伊勢・三河湾流域圏における地域の祭りに用い

られる自然素材（植物、動物、食物など）を調査し、祭り保存会や地域の子供たちととも

に、それらの自然資源について学習するワークショップを実施する。これにより、まちづ

くり（SDGs11 番）と自然環境保全（SDGs14、15 番）の同時理解を目的とした ESD モデル

を検討する。 

【SDGsの協働性に着目した ESD活動】 

 中部サステナ政策塾および中部 SDGs デザイン会議において、今年度は「SDGs プロジェク

トの実施」をテーマに掲げ、SDGs のターゲットおよび指標をより深く学び、地域の実情

に合致した活動の検討と実施を行う。 

 

イ 教育部局、教育委員会、現場の教員等を対象にしたヒアリング《１》 

(ア) ヒアリングを実施した教育関係者 

名古屋市立山田東中学校 

生徒会を中心とした校内活動に SDGs学習を取り入れた中学校の担当教諭 

 

(イ) ヒアリングの実施概要 

①日時、場所 

 場所：名古屋市立山田東中学校 

 日時：2022年 2月 22日 16:00～17:30 

 

②ヒアリング項目 

① 現在の ESD/SDGs の取組について 

② ESD/SDGs の取組の課題 

③ ESD/SDGs の取組の支援 

④ ESD/SDGs の取組の今後の期待 

 

(ウ) ヒアリング結果 

①現在の ESD/SDGsの取組について 

 授業やその他校内活動などでESDやSDGsの取組についてどのようなことを行っているか？ 

SDGs職員研修 1回 

生徒会活動によるスクールランチから SDGs を考える動画づくり 3回、校内放送 3回 
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 そのきっかけや理由 

SDGs達成の担い手づくり推進事業」に採択されたこと 

 取組でどんな変化や成果があったか 

動画づくりを通じて生徒会役員が SDGs の勉強になった。校内放送で全生徒が SDGs を考える

きっかけとなり、身近に感じられるようになった。 

 取組で今後期待されること 

スクールランチで SDGs を考えたことをきっかけに、自ら実践が広がるとよいと考える。 

 

②ESD/SDGsの取組の課題 

 今の ESD や SDGsの取組を継続、発展するにあたっての課題 

動画活動は一定の成果があったが、それで終わるのではなく、生徒が社会に出て実践する土

台を築くような活動がしたい。例えば生徒が地域の防災訓練に参加したが SDGs の一翼に

なっているので、地域活動を増やして SDGs の理解を増やしたい。ただし何がどう SDGs とし

て理解するべきか気がつかないところが課題。 

 それ以外の課題 

取組の実践が一部の先生にとどまっているので、全体的に巻き込んでいくことが重要な課題

と思われる。 

 

③ESD/SDGsの取組の支援 

 ESDや SDGsの取組を行っていくにあたってどんな支援があったらよいか 

学習プログラムのような SDGs 活動や ESD パッケージがあるとよいが、先行事例を見てもピ

ンとこない。効果が上がる活動をしたいが、目に見えにくく実感がわかないことが多いため

具体的な SDGs との関連性についての確信を持ちたい。 

今回取り上げたスクールランチのテーマは具体性があってわかりやすかったので、わかりや

すいストーリーやパッケージがあることが重要。教育界全体の経験値が足らないかもしれな

いので担当教員が独善的になる恐れを感じた。 

そのため、専門家の指導で SDGs のストーリーについて、お墨付きや客観的判断がもらえる

とありがたい。 

 

④ESD/SDGsの取組の今後の期待 

 今後、社会的に ESDや SDGs取組が推進されていくにあたり期待されること 

SDGsの達成状況がどうなるのか知りたい。政府の発信を期待したい。そうした進展の状況は

興味がない人にも発信するべきではないか。 

 

⑤その他 

 その他に ESDや SDGs取組にご意見など 

せっかくなので活動を継続させたい。 

 

ウ 教育部局、教育委員会、現場の教員等を対象にしたヒアリング《２》 

(ア) ヒアリングを実施した教育関係者 

名古屋市立楠西小学校 

授業に SDGs学習を取り入れた小学校の担当教諭 
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(イ) ヒアリングの実施概要 

①日時、場所 

 場所：書面による聞取り 

 日時：2022年 2月 25日メール依頼、2月 28日メール回答 

 

②ヒアリング項目 

① 現在の ESD/SDGs の取組について 

② ESD/SDGs の取組の課題 

③ ESD/SDGs の取組の支援 

④ ESD/SDGs の取組の今後の期待 

 

(ウ) ヒアリング結果 

①現在の ESD/SDGsの取組について 

 ESD の取組としては、社会科、家庭科、保健など、５年生の多くの教科を横断したテーマ

であったため、総合的な学習の時間で、探究学習や校内への SDGs の広報活動をしている。 

 これらの取組で学習とＳＤＧｓの目標とのつながりを意識したり、日常生活と結びつけた

りできるようになった。 

 これらの取組で今後、様々な学習が、自分の生活に関わっていることを感じさせたい。 

 

②ESD/SDGsの取組の課題 

 今の ESD や SDGs の取組を継続、発展するにあたって学年による内容や展開の仕方が課題

と考えられる。 

 

③ESD/SDGsの取組の支援 

 ESDや SDGsの取組を行っていくにあたっては、各トピックスの内容について、詳しく話を

聞く機会があるとよいと考えている。 

 

④ESD/SDGsの取組の今後の期待 

 世界的な問題だと切り離すのではなく、身近な問題として、できることを少しずつ取り組

むような姿勢が身に付くと良いと考えている。 
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６ 地域循環共生圏の創造に資するための推進業務 

(1) 地域プラットフォームの環境整備支援等業務 

ア プラットフォーム団体への伴走支援等 

 各プラットフォーム採択団体への伴走支援として、次の協議・検討ほか、各種会合の企

画・開催支援などを行った。 
実施日等 支援内容 協議事項等 

4 月 19 日 

新規採択団体を対象にした

ヒアリングの実施と事務局

打合せを実施（オンライン） 

 

対象：PF のと共栄信用金庫 

  事務局打合せで、ＰＦのこれまでの取組や現状、今後の展開につ

いての概略報告、事務局確認（役割分担、事業のスケジュール、成

果物など）を確認。 

  事業展開ヒアリングを実施。 

4 月 20 日 

継続団体との今年度初回

事務局打合せを実施（オン

ライン） 

 

対象：PF 郡上市地域共生

圏協議会 

  事務局体制 事業のスケジュール、成果物、ＰＦ側の取組の現状／

今年度の取組・展開、意見交換会の実施方法等について確認。 

6 月 7 日 
継続団体 PF 郡上との事務

局打合せ（現地） 

  PF 事業の今後の方向性、及び DMO 観光連盟内設置の郡上市ア

ウトドア事業者協議会との連携をその展望について確認。 

  意見交換会、勉強会の実施ニーズの確認。 

6 月 18 日 
新規採択団体 PF のととの

事務局打合せ（現地） 

  PF 事業の今後の方向性、スケジュール等についての確認。 

  意見交換会、勉強会の実施ニーズの確認。 

  事業進捗、自治体との連携等についての状況確認。 

7 月 26 日 
継続団体 PF 郡上との事務

局打合せを実施（現地） 

  アウトドアウィークイベントの進捗状況等についての確認。 

  意見交換会の実施方法、実施内容について協議。 

  PF 事業としての今後の進め方について協議。 

8 月 26 日 
継続団体 PF 郡上の地域会

合に資料を提示 

  アウトドアウィーク実行委員会の会議において、アウトドア事業者と

PF が集まり、意見交換会実施について提案資料を EPO が作成し

て提示（EPO は会議に出席できなかったため、提案資料を PF に送

付）。 

9 月 21 日 
新規採択団体 PF のととの

事務局打合せ（オンライン） 

  意見交換会について確認（実施方法・内容についての EPO 提案資

料を提示）。 

  11/17 能登 SDGs 大学・第２回講義の登壇について協議。 

  そのほか情報交換等を実施。 

10 月 16 日 

新規採択団体 PF のとの新

規コンソーシアムの設立式

に参加（現地） 

  プラットフォームとして新しく発足したコンソーシアム「ななお SDGs

スイッチ」の設立式・調印式に出席。 

  後日、設立式の様子を EPO ウェブサイト、Facebook で紹介。 

10 月 19 日 

継続団体 PF 郡上との事務

局打合せを実施（オンライ

ン） 

  11 月 10 日開催の意見交換会で実施するディスカッション（ワーキ

ング）の内容について EPO 案を提示、協議。 

  開催案内の原稿を EPO が作成し、後日、PF 側から正式に PF メー

リスで配信。 

11 月 6 日 
継続団体 PF 郡上によるイ

ベント出展の様子を取材 

  11 月 6 日・7 日開催の郡上市アウトドアウィークの PF 出展ブース

を訪問。 

  後日、出展ブースの様子を EPO ウェブサイト、Facebook で紹介。 

11 月 17 日 

新規採択団体 PF のとが主

催する市民大学に登壇（オ

ンライン） 

  ななお SDGs スイッチ主催の「能登 SDGs 市民大学」第２回講義に

中部地方環境事務所、及び EPO 中部が登壇し、「地域循環共生

圏」についての概説、「ローカル SDGｓと同時解決」について講義。 

12 月 1 日 

継続団体 PF 郡上との事務

局打合せを実施（オンライ

ン） 

  11 月 10 日実施の意見交換会をうけて、EPO 主催会合での実施内

容について EPO 案を提案し、協議。 

  その後もメール・電話連絡による打合せを実施。 

12 月 24 日 

新規採択団体 PF のととの

事務局打合せを実施（オン

ライン） 

  団体による年度内の取組予定、次年度の PF 事業への申請希望等

について情報共有。 

  本省からの指摘事項等への対応についても協議。 

１月～２月 
継続団体 PF 郡上とのメー

ル、電話打合せを実施 
  1 月 27 日開催・EPO 主催会合の勉強会の題材、実施内容につい

て協議。 
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実施日等 支援内容 協議事項等 

１月～２月 
新規採択団体 PF のととの

メール、電話打合せを実施 
  2 月 23 日開催・EPO 主催フォーラムの運営方法等について協議。 

1 月 27 日 

継続団体 PF 郡上の関係者

を対象にした勉強会を開催

（オンライン） 

  J-クレジットをテーマにした勉強会をワークショップ方式で開催。 

  活用したオンラインシートをその場でダウンロード可能なもので設

営。 

2 月 23 日 

新規採択団体 PF のとに協

力いただき、フォーラムを開

催（ハイブリッド） 

  ローカル SDGs をテーマにフォーラムを開催。 

  PF 関係者に新視点のローカル SDGs を提示。 

 

イ 新規団体を対象にした事業着手時ヒアリングの実施 

①実施概要 

活動団体名 実施日／方法 ヒアリング項目 

のと共栄信用金庫 

【新規】 

（石川県七尾市） 

4月19日 

オンライン 

Q.1：本事業を通じて、形成するプラットフォームのイメージとは？ 

Q.2：地域循環共生圏を実現した地域の姿・イメージ（短期／長期）とは？ 

Q.3：今年度の取り掛かり、何をどこまでやるか？ 

Q.4：事業を進める上での資源や強みとは？ 

Q.5：事業を進める上での課題とそれを解決するための方策などは？ 

Q.6：事業を進めるにあたっての協力者・ステークホルダーは？ 

 

②出席者 

 

 

③ヒアリングシートの作成 

 ヒアリング実施後、所定のヒアリングシート（GEOC 提示のフォーマット）に聴取内容を

整理、記入し、中部地方環境事務所と共有のうえ、GEOC に提出した。 

 ヒアリングシートの作成にあわせて、各プラットフォーム団体（継続団体も含む）の支援

計画シート（いずれも GEOC 提示のフォーマット）を作成し、中部地方環境事務所と共有

のうえ、GEOCに提出した。 
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【作成・提出したヒアリングシート】 

 

 



100 

 

 

 

(2) 地域循環共生圏プラットフォーム意見交換会等業務 

 活動団体（２団体）の意見交換会の企画立案について提案、協議等を重ね、次表の通り、

意見交換会を実施した。 

 また、会合の中で抽出された意見等を整理し、各団体に提示した。 

 

PF 採択団体 実施日・場所 実施内容 

【新規】PF のと 

のと共栄信用金庫 

（ななお SDGs プラットフォーム） 

9 月 29 日 

石川県七尾市 

プラットフォーム設立に対する期待・課題の共有ディスカッ

ション 

【継続】PF 郡上 

郡上市地域共生圏協議会 

（郡上市アウトドア事業者協議会） 

11 月 10 日 

岐阜県郡上市 

郡上市アウトドア事業者協議会、郡上市をまじえて、郡上

のアウトドア観光の将来の“スガタ”“カタチ”についてディ

スカッション 

 

ア PF のとの意見交換会 

①日時 

 2021年 9月 29日（水）15：30～17：00 

 

②主催 

 のと共栄信用金庫 

 

③開催場所・方法 

 会場：七尾商工会議所大ホール ＋ ハイブリッド設営 
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④出席者 

所 属 名前 参加方法 

七尾市役所企画財政課 亀山 リアル 

金沢大学 教授 松島 オンライン 

能登鹿北商工会 課長 澤井 オンライン 

のと共栄信用金庫 部長 小石 リアル 

のと共栄信用金庫 副部長 北村 オンライン 

のと共栄信用金庫 部長代理 浜田 リアル 

のと共栄信用金庫 アドバイザー 中里 オンライン 

日本政策金融金庫 所長 棚橋 オンライン 

日本政策金融金庫 山田 オンライン 

中小企業基盤整備機構 氏家 オンライン 

東京海上日動火災保険株式会社 課長 星野 リアル 

公益社団法人七尾青年会議所 理事長 山口 リアル 

公益社団法人七尾青年会議所 専務 平石 リアル 

公益社団法人七尾青年会議所 次年度理事長 森山 リアル 

公益社団法人七尾青年会議所 次年度専務 金松 リアル 

七尾商工会議所 専務 小川 リアル 

七尾商工会議所 事務局長 山田 リアル 

七尾商工会議所 アドバイザー 中村 リアル 

七尾商工会議所 SDGsプロジェクト推進室 入口 リアル 

七尾商工会議所 SDGsプロジェクト推進室 小山 オンライン 

 

イ PF 郡上の意見交換会 

①日時 

 2021 年 11月 10 日（水）13：30～17：30 

 

②主催 

 郡上市地域共生圏協議会 

 

③開催場所・方法 

 会場：HUB GUJO ＋ハイブリッド設営 

 

④出席者 

《会場参加》 

所 属 氏 名 

PF郡上 郡上市地域共生圏協議会 小森 胤樹 

PF郡上 中部スノーアライアンス株式会社取締役 支配人 堀江 政志 

PF郡上 郡上市観光連盟職員 安藤 祐二 

PF郡上 有限会社イートアンドライブ社員 石田 巌根 

PF郡上 有限会社イートアンドライブ取締役 水口 晶 

郡上市 市長公室政策推進課 課長補佐 三島 宏治 

郡上市 市長公室政策推進課 地域戦略推進係長 岩井 彩乃 

中部地方環境事務所 環境対策課 廃棄物対策等調査官 溝手 康人 
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所 属 氏 名 

環境省 中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部） 清本 三郎 

環境省 中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部） 原 理史 

環境省 中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部） 富田 夏子 

《オンライン参加》 

所 属 氏 名 

環境省 大臣官房環境計画課 企画調査室長 佐々木 真二郎 

環境省 大臣官房環境計画課 北森 愛子 

財務省 東海財務局岐阜財務事務所 財務課長 服田 直子 

財務省 東海財務局岐阜財務事務所理財課 主任調査官 日比野 圭介 

財務省 東海財務局岐阜財務事務所総務課 企画係長 木矢村 匡 

PF郡上 株式会社アール・エ北陸 藤森 純子 

全国事務局 地球環境パートナーシッププラザ（GEOC） 高瀬 裕子 

 

ウ 全国事務局に提出した意見交換会開催結果報告 

①PFのとの開催結果報告 

意見交換会開催前の課題把握 

①協働 

 プラットフォームの前身となる既存のコンソーシアムがあったため、内部の協力関係・体制は構築で

きている。 

 公的組織が集まったコンソーシアムであり、会合等が定期的に開かれており、会合の議事は、事務

局案を（事前の根回し、確認を行った上で）各構成員に承認してもらう形式となっている。ほぼ諮問

であり、どこまで「共有」がなされているかは不明である。 

 コンソの事務局（EPO が見る限り実質担当者１名）の体制が現状のまま取組等を進めていくことにも

懸念がある。 

②ありたい未来 

 採択時から事務局ベースで作成した「地域版マンダラ」のチャート図（関係組織・取組の将来的な相

関図）が採択後早々に作成されている。 

 コンソ構成員にも共有し、微修正を重ねつつも合意が取れた状態になっているが、上の「①協働」の

項と同じく、どこまで各員の認識を深められているかについては疑念がある。 

③事業 

 コンソの各メンバーが実施する既存の取組（地域課題解決ビジネスの支援、創業支援など）をもと

に、コンソとしての地域ビジネス支援に取り組む予定である。また、新コンソ設立に併せ、コンソ主催

事業として、SDGs 市民大学を開講するなど新たな人材育成事業も展開する。 

 そのほかのコンソ設立以後の展開については、今後、コンソ内での検討・協議が必要となっている。 

意見交換会の狙い（環境整備支援をする EPO・地方環境事務所としての狙い） 

 コンソの設立や、その組織・事務局体制に対するコンソ構成員各々の本音、問題意識等を表出させ

たいと考えている。 

意見交換会の実施内容 

開催日：2021 年 9 月 29 日 開催場所：七尾商工会議所（一部参加者は zoom で参加） 

参加者：コンソーシアム構成員 20 名 

 

 

意見交換会の目的 
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 プラットフォームとして産官学＋金の 9 団体で構成されるコンソーシアム「ななお SDGs スイッチ」の

設立（10 月 16 日設立式）を前にした 9 月 29 日に意見交換会を開催することになった。 

 開催にあたっては、構成 9 団体がコンソ設立や今後の取組に対し、どのような「期待」を抱いている

か、どのような「懸念・課題」を感じているかを意見交換会の場で明示していただき、相互に共有する

ことを会合の目的として示した。 

 コンソ設立式に向けて関係者の連帯感・期待感をより高めるよう、意見交換会では全員に発意して

もらい、参加者及び事務局に、場の中で意見・意向が共有される状態を実感してもらうことも目指し

た。 

意見交換会実施内容の概要 

 

 

意見交換会を通して得られた成果 

 参加者（コンソ構成員）全員に、各議題に対する考えを発言していただき、新しく設立されるコンソー

シアムの組織体制（特に事務局のあり方）に複数名が懸念を感じていることや、取組を進めていく先

で直面するであろう課題・問題点などの指摘もあった。 

 ここで提示された意見、課題や懸念材料は、今後の事業展開のアイデア及び留意事項、体制づくり

に向けたヒントになり得るものであり、後日、意見交換会のコメント集を事務局に提供した。 
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意見交換会を開催して感じた課題と改善方法 

【課題】 

 「意見交換会」は、団体側にまず実施の必要性を認識してもらう必要があり、その前段部分が難し

い。なぜ実施するかについて説明等を重ねるようにしているが、具体的に開催に向けた調整を進め

る段に入ると、再度必要性を問われ、EPO も再度の説明を繰り返すというパターンが多い。 

 特に、PF ななおのように、ワークショップ形式のディスカッションの経験・機会があまりなかった団体

では抵抗感を抱かれることが多いように見受けられる。 

【改善方法】 

 改善策ではないが、実際に「意見交換会」を実施（体験）すると、その意義を理解・実感していただけ

ることも多い。そのため、採択された直後及び初接触以降は、都度、「意見交換会」について説明

し、地道に団体側と調整・交渉を行うこととしている。 

 ディスカッションによる意見・情報が共有された感覚や、外部者の視点が入ることで得られる新たな

気付きもあることなどを団体側に実体験していただくことが、意見交換会実施の意義の一つになるも

のと捉え、開催後には特に事務局に、意見交換会を実施した印象、実施結果の感想などを確認す

るようにしている。 

 

②PF郡上の開催結果報告 

意見交換会開催前の課題把握 

①協働 

 昨年度の PF 事業を経て、団体側と協力・連携して地域循環共生圏づくりに取り組もうとする主体

や、団体に新たに構成員として加わる個人などは現れないまま一年目の事業は終了した。 

 今年度に入り、郡上市アウトドア事業者協議会（DMO 郡上市観光連盟内設置）の中心人物が団体

に加わり、今後、連携・協力して地域循環共生圏づくりに取り組むことになった。 

 しかし、その方向性や具体の取組などは全くの未定であり、改めて検討を要する状態にある。 

②ありたい未来 

 昨年度作成の地域版マンダラを基に、市の主要産業である観光（アウトドア）を軸にし、観光での再

エネ活用や EV 交通導入などを盛り込んだ新しい「なりたい地域の未来像」を作成し、11 月 5-6 日に

開催された郡上市アウトドア事業者協議会主催「GUJO OUTDOOR WEEK2021」で展示を行った。 

 絵（図）としてはまとまったものになっているが、地域循環共生圏の図としての第三者に説明すること

が難しい図になっている点が懸念される。 

③事業 

 アウトドア事業者（個々の事業者／一部の事業者）が取り組みたいことは明確となっているが、地域

としてどのように取り組むか、どこから取り組むかなどは曖昧であり、それを先導・コーディネートす

る人材もいない状況となっている。 
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意見交換会の狙い（環境整備支援をする EPO・地方環境事務所としての狙い） 

 団体、アウトドア事業者協議会との協議を重ね、今後の方向性や具体の取組などについて｢①PF 意

見交換会｣、｢②EPO 主催 PS 基盤強化会合｣の活用による二段階で議論等する展開を図ることに

なった。 

 ①PF 意見交換会では、今後の方向性や必要な取組などについて発散型のディスカッションを行い、

そこで抽出された内容をもとに②EPO 会合で、岐阜財務事務所をはじめとする関係機関等を交えた

会合を実施し、次年度 PF 事業の事業化支援なども念頭におき、今後どのように展開すべきかを具

体的に地域側に検討してもらう展開を想定している。 

  

意見交換会の実施内容 

開催日：2021 年 11 月 10 日 開催場所：HUB GUJO（一部の参加者は Webex で参加） 

参加者： 郡上市地域共生圏協議会、郡上市アウトドア事業者協議会、郡上市などから計 18 名 

意見交換会の目的 

 参加者であるアウトドア事業者、観光連盟、市（政策推進課）などを交えて、郡上で「何を目指したい

か」「何に取り組みたいか」「取り組むための課題や不安」などを明示してもらうこと、さらにそれを互

いに共有することを目的とするワークショップ方式のディスカッションを実施した。 

 

意見交換会実施内容の概要 
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意見交換会を通して得られた成果 

 アウトドアイベント「GUJO OUTDOOR WEEK2021」（コンセプトは「100 年先も郡上に遊べる川と雪山

を残す為に。」）を終えて、イベント参加者・関係者等からの反応や、イベント主催したアウトドア事業

者自身がどのような考えを持つようになっているかなどを共有した。 

 参加者（関係者）それぞれが考えていること・やりたいこと、不安などを明示してもらい、各々が多種

多様な方向性・意向、課題・不安等を感じていることが明確になった。 

 

 
 

意見交換会を開催して感じた課題と改善方法 

【課題】 

 コロナ対策や会場確保の関係などから会場に集まる人数を制限し、地域外参加者にはオンライン

出席をお願いしたため、『多様な主体が集まっての意見交換』には至らなかった。 

 それでもアウトドア事業者等から巾広に意見が出てきた点は良かったが、一方で多種多様な意見

（想いだけの段階の意見）をもとに、次の②EPO会合をどのように展開していくかについては、シナリ

オを再度練り直す必要があると感じた。 

【改善方法】 

 岐阜財務事務所の方が、当初接触していた窓口担当者お一人だけでなく３名の方が参加し、会合

中に示唆をいただけたことは心強かった。PF 郡上の取組に関心を寄せている感があり、②EPO 会

合に向けた好材料と捉えている。 

 また、②EPO 会合の開催方法や PF 事業としての今後の展開については、中部地方環境事務所と

協議・確認を行う。（中部地方環境事務所との PF 事業打合せを 11/18 に実施；下記参照。） 

 

  


